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ラットの視床腹側基底核 (VB) および視束前野・前視床下部 (POAH) には陰嚢皮膚の温度調搬に反





















ランプ状の陰嚢温上昇に対 Lon-off的に応答するニューロンを左右のVBより 11対， POAHと VBより
6 対記録した。大部分は温ニューロン 2 個のペアであり，温ニューロンと冷ニューロンの組合せは 3 対
であった。闘値陰嚢温は 32.0 -37.5 0Cの範囲に分布していた。しかし各々のベアのニューロンの闘値
温の差はし、ずれも 0.4 0C以下であった。階段状の温度刺激に対しては左右のVBより 21対， POAHと VB
より 10対のon-off的に応答するニューロンを記録した。定常応答の関値温は 3 1. 5 -37.5 oCに分布し






同時記録した 2 個のニューロン間で比べると，陰嚢加温に対する on-off的な応、答の闘値温はほぼ一致
し，この事はランプ状，階段状いず、れの刺激についても成立した。乙の結果は一匹の動物では陰嚢温度
刺激に対しon-off的に応答するVB とPOAHのニューロンがある闘値温で一斉に活動を変化させるこ
とを示唆する。従来報告されている関値温が32-40oCの範囲に分布するということは動物ごとに異なる
実験条件に起因すると思われる。 VB， POAHのニューロン全体を考えても陰嚢温がある関値レベノレより
高いか低いかの情報しか伝えられないと結論される。
論文の審査結果の要旨
ラッ卜の視床・視床下部には陰嚢温度刺激に対し32 -40oCのある闘値温度で、on-off的に活動を変化さ
せるニューロンが密に存在する。本論文は乙のようなニューロンを 2 個同時記録し，関値温度を比較し
たものである。
一対のニューロン間では闘値温度は常に一致した。乙の結果は一匹の動物のある瞬間にはある関値温
度でニューロンが一斉に活動を変化させる乙とを示す。個々のニューロンは狭い温度範囲の情報を伝え，
ニューロン群全体で広い温度をcoverするという従来の考え方の再検討を迫るものとして注目される。
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